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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

特になし

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～昨日は男性２名ついて10分程度退室しています。天気の話や退院にむけて今すべき（自然に神に左右されない生活をつづけられること）を確認しています。ソワソワした様子なく最後までゆったりかまえていることできる。入室後は落ち着いて退室できたことを再び評価し伝えています。

→　できる限り短時間でも毎日の退室が大事です。ご本人の安全の為にもスタッフ2名以上で対応する。突発的行動があった場合は落ち着いてからその時の状態を振り返っていただきましょう。又スタッフコ－ル以外でも徘徊されていたり、小窓からホ－ルを覗いていたりする時は何らかのサインと受け止めて介入し、対面を多く持ちましょう。

＜新入院患者様について＞

新山　潤様～統合失調症　　主治医　川端先生　ＳＷ　高田

　　　　　　青山荘入所中他者とトラブル（暴力行為）となり安静、環境調整のため東Ａユニット入院となっています。強度の難聴ありコミュニケーションが上手にできない。

· 近くで大きい声で話すと聞き取とることができ理解力はあります。又筆談可能す。

＜ｓｗ柳沢より情報＞

見当識はありますが、病識はないようです。

被害妄想→　俺の箸がなくなった、盗まれた、あいつが盗んだ。と言う。

　　　　　　関係妄想→　自分の頭の中にいつも女性が何人もおりその女性を妻だと思っている。

　信頼関係ができてくると様々訴えるようですが、それまではあまり会話しないよう

　　　　　　です。今後、本人との関係作りが重要です。

・　また、浜谷様、佐々木様などの影響を受けトラブルに発展する可能性もあるので要観察です。

＜要観察患者様＞

小山　正好様～電話をする際、「自宅にかける」と言い実際は会社にかけているようです。自宅の

　　　　　　　みの電話制限があるので、電話はスタッフ立会いで行なって下さい。

　　　　　　　また盗食があり、ご家族にお話したところお菓子の差し入れがあったのですが、　

今度はそれを要求することが頻会にみられます。

→　時間を決めれるよう担当スタッフは日課表を作成する。

本人にもチェックしてもらう事とする。

佐々木　富男様～自分の要求が通らないと叫ぶことあります。お兄様からは本人に注意してあのであまり要求があっても取り次がないでほしいとの事です。　　　　　　

→　他者への影響、トラブルも考えられるため話の内容を聞きながら対応しましょう。

＜心療課菅野さんより情報＞

米田　達郎様～アルコールプログラム開始しています。

　　　　　　　心理検査実施していますが、順序を覚えて記憶するのが苦手で、耳で聞くだけで

は覚えることが難しいため、視覚を交えてプログラムなどを説明するのが有効で

す。重要なことは紙に書いて部屋に貼っておくのもいいでしょう。また集中力も

弱いため、ビデオ、プログラムなどは集中できる静かな環境を作って行なうよう

にしてください。

本人が分析できているように、短期で衝動的な患者様のようです。内省力よりも

行動力の方が強い傾向にあります。本人の訴えを否定せず傾聴し、本人ができる

ことからひとつずつ行なっていくように促すようにしましょう。

＜合併症室ケースカンファ＞

板橋　トミ様～脳出血　右半身麻痺

　　　　　　　リハビリを行い、主に残存機能を維持していきましょう。

　　　　　　　プランとして…健側の筋力低下をふせぐための筋力トレーニング、座位訓練など毎日行ないましょう。

田中　秀昌様～便秘傾向にあり、本日下剤処方となっています。日中、硬便の為排便困難あり失禁がみられています。トイレに行くのを我慢することがあり、トイレ誘導を必要としています。

　　　　　　→　便失禁の際に微量の出血もあり、肛門が若干切れている可能性がある。

　　　　　　　いつも歩き回っているのは、座ると痛いからでは？水分も多めに取らせるようにしましょう。

若松　三次郎様～自室がわからなくなることありますが、徘徊は少ないです。身体症状も落ち着いています。時折、他室の布団で休まれていることあり、行動に見守りが必要です。













